

































































































































































































































「和解と連帯——東アジア共同体に向けて」（“Reconciliation and Solidarity: 


























1） 第6回神学者会議：『総合研究所紀要』63号 , pp.13—96, 2016
2） 〈A Theology of Japan: Monograph Series 10〉Edited by Brian Byrd and 
Mitsuharu Akudo. Japanese and Korean Theologians in Dialogue: Establishing 
the Dignity of Life / Forming a Theology of Confession, Forgiveness, and 
























































えて（How can we start again ? Centurial Vision for Post-disaster Japan）」とい
うテーマで，第一回東日本大震災国際神学シンポジウムが持たれた。これが3
年間を通したテーマとなった。第二回シンポジウムが2013年3月27日に「苦
難に寄り添い前に向かう教会（The Church: Embracing the Sufferers, Moving 
Forward）」をテーマとして持たれ，第三回シンポジウムが 2014年 2月 15





地でキリスト者であること（Being Called “Kirisuto-san”: Re-visiting Christian 

























































































































































 『総合研究所Newsletter』Vol.25—1, pp.47—48, 2015
2） 2016年度グローバリゼーションと日本文化研究会
 「日本における「貞観の治」受容と文章経国思想」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, pp.49, 2017
3） 2017年度グローバリゼーションと日本文化研究会
 「河合栄次郎の理想主義的社会主義」報告































































 『総合研究所Newsletter』Vol.25—3, pp.26—27, 2015
3） 2016年度第1回ラインホールド・ニーバー研究会
 「マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの『夢』演説と説教」









 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, pp.57, 2017
6） 2017年度第2回ラインホールド・ニーバー研究会
 「『知的自伝』（Intellectual Autobiography）から見るニーバー神学の特筆」















































 『総合研究所Newsletter』Vol.25—2, pp.13—15, 2015
2） 2016年度 第1回埼玉税法研究会
109総合研究所活動報告　Ⅱ 研究活動と研究成果公開
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.23, 2016
3） 2016年度 第2回埼玉税法研究会


























































































〈A Theology of Japan: Monograph Series 10〉Edited by Brian Byrd and 
Mitsuharu Akudo. Japanese and Korean Theologians in Dialogue: Establishing 
the Dignity of Life / Forming a Theology of Confession, Forgiveness, and 














































































































































































































 9 ：30 ～ 10：00 開会（挨拶と自己紹介）　村上純子
10：00 ～ 10：50 第一講演　堀　　肇
10：50 ～ 11：20 第二講演　藤掛　明
11：20 ～ 12：00 質疑応答
12：00 ～ 13：00 昼休み
13：00 ～ 15：00 グループディスカッション















 9 ：30～ 9 ：50 開会（挨拶・自己紹介）　藤掛　明















































































































































































 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.19—22, 2016
4） 2016年度第1回児童学研究会報告「児童学科の教育課程と「基礎実習」
（その2）——アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善の模索」
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—2, pp.19—20, 2016
5） 2017年度第1回児童学研究会報告「音・パフォーマンス・言葉」




































































 『総合研究所Newsletter』Vol.25—1, p.50, 2015
2） 2016年度 「競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研修（研究）
会」報告
 『総合研究所Newsletter』Vol.26—1, pp.24—25, 2016
3） 2017年度 「競争的資金獲得・コンプライアンス推進のための研究会」報
告
 『総合研究所Newsletter』Vol.27—1, p.54, 2017
4） 2017年度「公正な研究活動の推進におけるコンプライアンス教育研修
会」報告





























































 『総合研究所 Newsletter』Vol.25—1, pp.51—52, 2015
2） 2016年度第1回アクティブ・ラーニング研修会報告
 『総合研究所 Newsletter』Vol.26—2, pp.26—27, 2016
3） 2017年度第1回アクティブ・ラーニング研修会報告































	 ̶̶ 不透明戦略と脅威レベルによる核開発国の事例検証	 宮本　　悟
ボランティア活動が学生の自己肯定感に及ぼす影響




































































































	 ̶̶ 精神障害者福祉の歴史と現状を踏まえて	 田村　綾子
ラインホールド・ニーバーにおける自由と罪のアイロニー

























	 ̶̶ 円滑に教職生活をスタートさせるために	 東　　仁美
食事摂取基準との比較からみる大学生の食生活	 広瀬　歩美
高校生への心理教育の意味
































































	 　̶̶ ささやかな自己開示を通して」助川征雄氏	 窪寺　俊之
ラーニングセンター報告

























































































































	 ̶̶ 音楽療法的アプローチ導入の意義と可能性	 池上真理子
「将来世代への責任」という新たな教育原理





	 ̶̶ 幼児期からの感覚体験を土台として	 阪　まどか
共に遊ぶ熊：児童文化と教育，そして子どもの生活を考える	 寺﨑　恵子
子どもの生活をふまえた小学校「家庭」への期待
	 ̶̶ 間食について保育・教育者が出来ること	 広瀬　歩美
物語における〈キャラクター〉の役割
	 ̶̶ 幼児の読書体験と人間形成についての一考察	 松本　祐子
探究する面白さを追究する講義「理科」
	 ̶̶ アクティブ・ラーニングを通した観察・実験技能の向上	 丸山　綱男
就学前教育の効果と教育費負担問題




























	 ̶̶ ヘルスプロモーションの理念に基づいた提言	 齊藤理砂子
「探検活動」についての一考察̶̶ がっこうたんけん	 市村　和子
小学校音楽の歌唱活動におけるピアノ演奏技術について
	 ̶̶ 歌唱共通教材（低学年）を用いて	 阪　まどか
小学校音楽教育における歌唱指導についての一考察	 塚原　晴美
小学校「家庭」と子どもの生活の接点を探る
























	 　̶̶ 身体への関わりを通して』	 野村　春文
「地元学」におけるアクティブ・ラーニングの試み	 渡邉　正人























	 ̶̶ アクティブ・ラーニングを導入した初等国語科教育法	 市村　和子
構成的グループ・エンカウンター





	 ̶̶ ICT活用の意義を踏まえて	 齋藤　範雄
一人一人の乳幼児の育ちと遊び





巻頭言 “心に寄り添う” ということ	 和田　雅史
【研究ノート】
アルフレッド大王以前の古英語の一例




















	 知的障碍者の生活の場̶̶ ホームレス支援を通しての考察	 小池　茂子
第4回埼玉税法研究会（2017年度第1回）報告





























	 ̶̶ 英語がよめる3年生を目指して	 藤原真知子
AI時代を見据えたキャリア教育の考察




































































	 ̶̶ 『ハリー・ポッターと賢者の石』の組分け帽子の歌	 氏家　理恵
漢字の成り立ち̶̶ 書体	 小倉　明美
新学習指導要領における深い学びについての考察
	 ̶̶ スーパーマーケットの学習を事例をとして	 金沢はるえ
学ぶ行為としてのことばと概念くだき	 寺﨑　恵子
乳幼児と環境の関わりに関する一考察
	 ̶̶ 子どもの登園時と昆虫飼育の事例を通して	 佐藤　千瀬
昔話を語る̶̶ ストーリー・テリングを用いた国語力養成の試み	 松本　祐子
紙芝居との相互関係にみる幼児の育ち
	 ̶̶ 紙芝居は子どもたちを招く	 田澤　　薫
幼児の造形活動を通して育てること	 相川　徳孝
特別支援教育における児童の思いの理解
	 ̶̶ インクルーシブ教育推進をふまえて	 野村　春文
生徒指導と進路指導・キャリア教育の意義と役割	 小川　隆夫
特別支援学校における学校インターンシップ	 野村　春文
大学図書館を活用した教職課程に学ぶ
152
	 学生を育てるアクティブ・ラーニングの試み
	 　̶̶「自分の生まれた日新聞」作成にみる
	 　　「編集後記」の分析から教育効果を検証する	 小池　茂子
小学校に通う発達障害がある児童に対する見方と支援のあり方	 野村　春文
これからの教師論̶̶ カリキュラム・マネジメントの実現のために
	 	 小川　隆夫
